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自主的環境保全活動の取り組み状況

（事業所名）ユニチカ株式会社坂越事業所

１ 環境保全活動に関する方針等

１－１ 環境保全活動に関する方針

私たちユニチカ株式会社坂越事業所は、「暮らしと技術を結び、人と自然の共生に貢献する企業
活動を行う」というユニチカ地球憲章の基本理念のもと、地球環境のみならず、地球環境保全が人
類存続と、企業活動の永続的繁栄の重要課題であることを常に認識し、環境保全に努め、企業活動を
行います。
方 針
1．生産活動、サ－ビスにおける環境影響項目の中で、特に以下の項目につ
いて環境負荷の低減、汚染予防及び継続的改善に努める。
①廃プラスチック類の産業廃棄物の削減
②省資源・省エネルギ－の推進
③生産工程での排水の確実な管理

２．環境関連法令と地域との協定を把握、遵守し、環境保全の向上に努める。
３．環境管理活動実践のため、環境目的・目標を策定し、全従業員一丸とな
って計画達成に努めるとともに、活動内容を自主的に見直し継続的改善
を図る。
４．環境方針を文書化するとともに、環境に関する教育・啓蒙活動により従
業員に対して周知徹底し、環境保全への意識向上を図り、又協力会社へ
も環境方針の理解と協力を要請する。

※ 環境方針は利害関係者からの要請があれば公表・提供する。

環境方針に関しては、利害関係者からの要請があれば公表・提供することとしています。
環境目的・目標に関しては、所長が策定した環境方針を実現化するために設定し、各Ｇの環境活動
の具体的な指標として環境管理責任者が文書化し、配付致します。
年度毎に掲げた目的・目標を達成するため、具体的施策を記した環境マネジメントプログラムを各 
Ｇ長は作成し、その進捗状況を３ヶ月毎に１回確認し、ＩＳＯ会議にて報告します。
尚、計画や年度毎の取り組み結果については、ユニチカホームページ環境報告書により公表致します。
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１－２ 環境保全活動に関する組織体制

＊環境マネジメントシステム運用組織 (環境ﾏﾆｭｱﾙより抜粋 )

◆担当部署名：管理課・環境安全グループ 連絡先：(0791)48-8187 

ＩＳＯ事務局環境管理責任者

ＩＳＯ会議内部監査チーム

環境統括者

環境管理者

環境担当責任者

協力会社 環境担当者

作業者
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２ 環境保全活動の実施状況等

項目 取組結果 今後の取組計画

自動車公害対策 ●自動車排ｶﾞｽ量の削
減を目指し対応

◆倉庫内ﾛｹｰｼｮﾝ改善による横持ち短縮
◆製品等輸送方法の変更(車輌の大型化
により便数の減少)
◆製品輸送をﾄﾗｯｸからJRｺﾝﾃﾅへ変更
◆ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟの周知徹底
◆下請け業者・出入り業者への啓発
◆社内報によるｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞのPR実施
◆出荷日調整によるﾄﾗｯｸ積載率向上
◆物品購入先の一部変更(市内業者での
購入に変更)

●自動車排ｶﾞｽ量の削 
減を目指し対応

化学物質対策 ●化学物質管理体制
のｼｽﾃﾑ化
●化学物質漏洩防止
への対応

◆化学物質の保管、在庫管理の適正化
◆施設の点検等維持管理
◆PCB廃棄物の適正保管
◆高濃度PCB廃棄物の適正処理実施
◆使用化学物質のﾊｻﾞｰﾄﾞの把握
・PRTR法の実践
・MSDSによりﾘｽｸ確認と教育周知
◆会議等で啓発

●化学物質管理体制の
ｼｽﾃﾑ化
●化学物質漏洩防止へ
の対応
●PCB廃棄物の適正保
管及び処理

エネルギー対策 ●省ｴﾈの推進
(原単位毎年1%改善)

◆ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量の計画的削減
◆新規照明・電気機器設置の際には省
ｴﾈﾀｲﾌﾟを採用
◆県条例による報告
◆省ｴﾈ月間･委員会等で啓発

●省ｴﾈの推進
(原単位毎年1%改善)

廃棄物対策 ●廃棄物発生量削減
(3ヵ年で2004年度
比▲16%) 

 

◆原料ﾘｻｲｸﾙの推進
◆産業廃棄物発生量の削減

(発生量前年比▲3%) 
◆産業廃棄物の有価物化推進

(2009年度実績約406t) 
◆不要ｵﾌｨｽﾍﾟｰﾊﾟｰ類のﾘｻｲｸﾙ処理実施

(一般廃棄物発生量の削減推進)
◆電子化等による事務所内での紙使
用量の削減(2004年度比▲10%) 
◆廃棄物の適正処理の徹底(産廃･一廃)

●廃棄物発生量削減
(2007年度比▲4%) 

 

環境マネジメント
システム

●ISO14001の維持・
更新

◆外部審査機関による維持審査の受審
◆内部監査によるｼｽﾃﾑの見直し
◆内部環境監査員の養成

●環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑの
維持･更新

環境教育 ●環境保全に関する
従業員教育を実施

◆環境側面に対する教育の実施
◆緊急事態に備えた教育・訓練の実施
◆社内報・ISO会議等で啓発

●環境保全に関する従
業員教育を継続的に
実施

地域社会活動への
参加

●地域住民や行政が
行う環境保全活動に
参加

◆事業場周辺清掃活動(3月)
◆「ごみｾﾞﾛの日」活動への参加(5月)
◆環境月間行事の推進
◆市・県主催の基調講演会及び研修会へ
の参加
◆近隣自治会との情報交換会を定期的
に開催

●地域住民や行政が行
う環境保全活動に積
極的に参加


